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ふ
る
さ
と
の
お
秀
が
墓
に
草
枯
れ
む

海
に
向
か
へ
る
彼
の
岡
の
上
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
牧
水

老
若
男
女
町
民
総
踊
り

　
8
月
1
2
日
（
日
）
、
第
1
回
牧
水
の
里

の
夏
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
と
な
っ
た
道
の
駅
イ
ベ
ン
ト

広
場
に
は
、
町
内
外
や
お
盆
で
里
帰
り

さ
れ
た
方
な
ど
、
約
千
二
百
人
が
集
ま

り
、
大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
ら
は
、
ば
ん
ば
踊
り
や
い
だ

ご
ろ
踊
り
、
各
地
区
に
伝
わ
る
盆
踊
り

に
飛
び
入
り
す
る
な
ど
、
楽
し
い
夏
の

一
日
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
こ
の
日
は
、
町
の
環
境
保
全
型

農
産
物
の
初
市
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
（
2
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）

「町報とうこう」は再生紙を便用しています。
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　　　　　　ロ膨ど弓ご’り②

議
会
構
成
決
ま
黍
ゐ

　
　
　
　
議
　
長
に
黒
木
睦
実
さ
ん

　
　
　
　
副
議
長
に
稲
田
真
人
さ
ん

　
町
議
会
は
、
8
月
1
3
日
に
第
1
回
臨
時
議
会
を
開
催
し
、
議
長
・
副

議
長
選
挙
の
他
、
各
常
任
委
員
会
委
員
等
の
選
任
等
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
議
長
に
寺
門
の
黒
木
睦
実
氏
、
副
議
長
に
坪
谷
の
稲

田
真
人
氏
が
就
任
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
会
選
出
監
査
委
員
に
寺
迫
の
田
代
忠
孝
氏
、
議
会
選
出

農
業
委
員
に
坪
谷
の
寺
原
正
氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
会
常
任
委
員
会
の
構
成
等
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

議
長

黒
木
睦
実

≠
　
E

、
ノ
2

ご
あ
い
さ
つ

　
町
民
の
皆
様
に
は
ま
す
ま
す
ご
清

栄
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

先
に
開
催
さ
れ
た
第
1
回
臨
時
議

会
に
お
い
て
、
不
肖
私
が
議
長
の
要
職

に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
私
は
、
議
員
生
活
も
浅
く
、

も
と
よ
り
浅
学
非
才
の
身
で
あ
り
ま

す
が
、
議
会
の
こ
推
挙
を
受
け
ま
し
た

う
え
は
身
を
挺
し
て
議
長
の
職
を
ま
っ

と
う
す
る
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。

町
民
一
人
ひ
と
り
の
意
見
が
反
映
さ

れ
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
、

町
政
発
展
に
努
力
す
る
考
え
で
あ
り

ま
す
。何

卒
町
民
の
皆
様
の
格
別
の
ご
指

導
と
こ
鞭
燵
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
議
長
就
任
の
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

副
議
長
稲
田
真
人

ご
あ
い
さ
つ

　
残
暑
の
候
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
益
々
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
た
び
8
月
1
3
日
に
召
集
さ
れ
ま

し
た
臨
時
議
会
に
お
い
て
、
議
員
各
位

の
こ
推
挙
に
よ
り
副
議
長
の
大
役
を

選
任
い
た
だ
き
ま
し
た
。
副
議
長
の
果

．
た
す
役
割
と
議
決
機
関
と
し
て
の
重

責
と
使
命
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

　
私
は
議
会
議
員
と
し
て
の
経
験
も

浅
く
、
ま
た
浅
学
非
才
で
あ
り
ま
す
が
、

議
長
を
補
佐
し
現
況
の
厳
し
い
町
政

課
題
を
真
に
自
覚
し
、
町
民
の
声
を
町

政
に
反
映
、
開
か
れ
た
議
会
、
信
頼
さ

れ
る
議
会
の
実
現
に
向
け
て
行
動
力

を
発
揮
し
、
全
力
を
傾
注
す
る
決
意
で

あ
り
ま
す
。

微
力
な
が
ら
誠
心
誠
意
東
郷
町
の
発

展
の
た
め
重
責
を
全
う
す
る
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
力
強
い

ご
支
援
ご
指
導
を
心
か
ら
お
願
い

申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

議
会
常
任
委
員
会

（
委
員
長
◎
、
副
委
員
長
○
）

総
務
常
任
委
員
会

◎
甲
斐
敏
治

○
畝
原
幸
裕

　
伊
東
征
男

　
黒
木
睦
実

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

◎
新
名
敏
文

○
藤
井
柳
太
郎

　
田
代
忠
孝

　
山
田
美
津
子

稲
田
真
人

農
林
建
設
常
任
委
員
会

◎
田
辺
伊
三
郎

○
寺
原
　
正

　
田
中
　
守

　
田
原
千
春

前
田
福
美

議
会
運
営
委
員
会

◎
甲
斐
敏
治

○
田
辺
伊
三
郎

　
新
名
敏
文

災
害
対
策
特
別
委
員
会

◎
藤
井
柳
太
郎

○
畝
原
幸
裕

　
田
辺
伊
三
郎

　
前
田
福
美

新
名
敏
文

　
稲
田
真
人

日
向
東
臼
杵
南
部
広
域

連
合
議
会
議
員

　
黒
木
睦
実

新
名
敏
文

宮
崎
県
北
部
広
域
行
政

事
務
組
合
議
会
議
員

　
甲
斐
敏
治

新
名
敏
文

議
会
選
出
監
査
委
員

　
田
代
忠
孝

議
会
選
出
農
業
委
員

寺
原
　
正

　　　　馳■「　魂埴1
環境保全型農産物の初市浴衣コンテスト宮崎市町人会によるフラダンス

★町報に関するご意見・ご感想をお聞かせください〈総務課情報管財係⑲3900まで〉
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q目7日は「肪災の日」
（8月30日～9月5日「防災週間」）

　　グ　　＼　　住民の組織力が命を、そしてまちを守ります。　　▼7　　▼7　N

　大地震などの災害から身を守るには、各家庭での防災の備えが欠かせません。しかし、個人や

家族の力だけでは限界もあります。そこで必要となってくるのは住民が協力しあって災害に対処

する地域の自主防災活動です。いざというときに一人ひとりが団結して発揮する行動力こそ、一

刻をあらそう人命救助に大きく貢献することになります。

　6年前の阪神・淡路大震災では、6，400人を超える死亡者が発生し、その9割近くが倒壊家屋の

下敷きとなった人々でした。

　一方、その数十倍ともいわれる多数の人々が、けがを負いながらも倒壊物の下から救出されて

います。家族や近隣住民が協力し、バールやノコギリ、車のジャッキなど身近にあるものを使っ

て閉じこめられた人々を助け出したのです。

　大地震の発生直後は、広範囲にわたって建物の倒壊や火災の発生、道路、水道、消火設備の損

壊などで全ての現場に警察や消防が駆けつけることができなくなるおそれがあります。そこで求

められるのが「自らの地域は自らが守る」という自主防災組織の力です。　「防災の日」　「防災週間」

を住民の組織による行動力の大きさを改めて見直す機会にしてみてはいかがでしょうか。

町内の避難施設

地区 避　難　施　設 地区 避　難　施　設 地区 避　難　施　設

寺　迫 寺　迫　小　学　校 小野田 中　央　公　民　館 田　野 稲葉野地区多目的集会施設

〃 寺迫国民体育館 〃 林　業　研　修　館 〃 田野コミュニティセンター

〃 寺　迫　幼　稚　園 〃 小　野　田　公　民　館 羽　坂 羽坂生活改善センター

〃 庭　田　公　民　館 〃 東　郷　幼　稚　園 仲　深 仲　深　公　民　館
〃 吉牟田地区コミュニティセンター 〃 日向農協東郷支店 坪　谷 坪　谷　公　民　館
〃 長　崎　集　会　所 鶴野内 鶴野内コミュニティセンター 〃 坪　谷　　小　学　校

福　瀬 福　瀬　公　民　館 〃 東　郷　小　学　校 〃 坪　谷　中　学　校
〃 福　瀬　小　学　校 〃 大工野地区集落センター 〃 坪　谷　幼　稚　園　跡

〃 広瀬生活改善センター 〃 東　郷　　中　学　校 〃 坪　谷　保　育　園
〃 中野原地区営農研修センター 〃 鶴　野　内　保　育　園 〃 ふ　る　さ　と　の　家

〃 中野原第2地区営農研修施設 八重原 八　重　原　公　民　館 越　表 越　表　小　学　校
　1V　i下村地区集落センター 迫野内 迫　野　内　公　民　館 〃 越表地区体育館
　　V　1出口地区集落センター 田　野 田　野　公　民　館 〃 製表生活改善センター

小野田 総合文化センター 〃　　田　野　区　公　民　館 下渡川 下渡川地区集会施設

短
歌
尾
鈴
短
歌
会

降
り
し
き
る
雨
に
打
た
る
る
紫
陽
花
の

青
き
花
び
ら
今
朝
は
際
立
つ

　
　
　
　
　
　
　
三
浦
園
男

ス
ー
パ
ー
の
惣
菜
は
種
類
多
か
れ
ど

老
い
に
馴
染
む
な
く
み
そ
汁
を
炊
く

　
　
　
　
　
　
　
黒
木
ピ
サ

寝
苦
し
き
梅
雨
の
ひ
と
夜
を
ほ
と
と
ぎ
す

遠
く
近
く
に
鳴
き
て
去
り
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
橋
口
忠
孝

た
わ
わ
な
る
熟
れ
た
る
茱
萸
の
見
ゆ
る
窓

幼
か
り
し
日
に
思
ひ
の
返
る

　
　
　
　
　
　
　
小
山
貞
代

少
子
化
に
い
っ
か
し
き
た
り
も
消
え
ゆ
き
て

七
夕
の
飾
り
を
見
る
事
の
な
し

　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
絹
子

戦
争
を
放
棄
せ
し
日
も
時
過
ぎ
て

平
和
憲
法
の
あ
や
ふ
く
な
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄

吾
の
み
が
知
る
古
傷
の
悲
し
み
は

雨
の
降
る
夜
に
甦
り
く
る

　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
鈴
子

行
政
改
革
に
地
方
の
エ
ゴ
の
色
濃
く
て

迂
路
曲
折
の
行
く
末
思
ふ

　
　
　
　
　
　
　
岩
本
幸
美

雨
の
日
の
茶
会
は
静
に
過
ぎ
ゆ
き
て

庭
の
半
夏
生
し
ず
く
し
た
た
る

　
　
　
　
　
　
　
岩
本
富
子

耳
寄
せ
て
寝
息
を
確
か
め
安
堵
す
る

今
宵
の
寝
月
難
く
更
け
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
直
野
ミ
ノ
ブ

過
ぎ
さ
り
し
月
日
は
な
べ
て
お
ぼ
ろ
な
り

夕
べ
の
庭
に
来
し
か
た
思
ふ

　
　
　
　
　
　
寺
原
八
重
子

子
に
送
る
宅
配
の
荷
を
縛
る
な
く

鶏
舎
に
夕
べ
の
産
卵
を
待
つ

　
　
　
　
　
　
東
村
吉
市

巡
り
ゆ
く
紫
陽
花
ロ
ー
ド
は
雨
と
な
り

旗
立
て
し
屋
台
は
お
で
ん
商
ふ

　
　
　
　
　
　
高
野
美
智
雄

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報管財｛系⑲3900まで〉
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移行調宣を鍵篤します

　農業者年金基金では、農業者年金基金法の一部を

改正する法律が国会で成立し、政省令公布後、速や

かに、業務受託機関（市町村農業委員会・JA）を

通じて、現行制度加入者全員に対する移行調査を行

います。

　この調査は、現行加入者が、新制度の意義、概要、

現行制度の下で支払った保険料及びそれに対する給

付日照を十分理解され、新制度へ円滑に移行してい

ただくためにご協力をお願いするものです。

※調査は、市町村農業委員会と」Aとの合同開催による説明会で主に行われる

　予定です。

※実施時期は、各市町村によって異なりますが、遅くとも平成13年9月中旬以

　降を予定しています。

※合同説明会で説明する主な内容は、

①制度改正の経緯

②現行制度分の年金額（老齢年金額・経営移譲年金額）・保険料納付済額

　③特例脱退一時金の額

④新制度の意義・概要（政策支援内容等）

⑤新制度への加入の意思の確認（調査書の記入例の説明）

　等です。

制度改正（現行制度・新制度）に関するご質問等は、町農業委員会（TE工69－3910）、

JA又は、農業者年金基金制度改正対策室（TELO3．3502．3943）までお問い合わせください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　農業者年金基金

稲
ワ
ラ
自
給
体
制
確
立
対
策

事
業
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

　
町
で
は
、
粗
飼
料
の
自
給
率

を
高
め
る
た
め
、
稲
ワ
ラ
を
和

牛
生
産
者
へ
供
給
し
た
農
家
に

補
助
金
を
交
付
す
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

○
事
業
内
容

　
和
牛
生
産
農
家
と
稲
ワ
ラ
供

　
給
契
約
を
し
た
農
家
に
、
1
0
a

　
あ
た
り
6
、
0
0
0
円
を
補

　
助
し
ま
す
。

○
補
助
対
象
者

次
の
全
て
の
条
件
を
満
た
す
方

・
町
内
に
住
所
を
有
す
る
方

・
町
内
に
住
所
を
有
す
る
和
牛

　
生
産
農
家
と
の
間
に
、
稲
ワ

　
ラ
供
給
契
約
を
締
結
し
た
方
（
契

　
約
書
作
成
が
必
要
で
す
。
）

・
水
稲
の
生
産
調
整
（
転
作
）

　
1
0
0
％
達
成
者

○
そ
の
他

・
稲
ワ
ラ
供
給
契
約
書
に
つ
い

　
て
は
、
役
場
農
政
課
に
あ
り

　
ま
す
。

・
供
給
す
る
稲
ワ
ラ
の
代
償
等

　
に
つ
い
て
は
、
農
半
間
で
決

　
め
て
下
さ
い
。

詳
し
く
は
、
農
政
課
農
政
係
ま

で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
容
6
9
　
3
9
0
7

ノ

欝
★町報に関するご意見・ご感想をお聞力・せくださいく総務課情報管財係⑲3900まで〉
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㊥農業×薯＝認定農業者
　
今
月
は
寺
迫
の
橋
口
良
一
さ
ん
に

話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

○
現
況
と
今
後

　
の
経
営

　
現
在
は
、
ブ
ロ
イ

ラ
ー
を
中
心
に
米
、

和
牛
、
ハ
ウ
ス
ぶ
ど

う
と
の
複
合
経
営
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ブ
ロ
イ
ラ
ー
は
昭

和
五
十
年
ご
ろ
か
ら

鶏
舎
三
棟
で
始
め
、

現
在
四
棟
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
水
稲

九
〇
ア
ー
ル
、
ハ
ウ

ス
ぶ
ど
う
一
〇
ア
ー
ル
、
和
牛

二
頭
の
規
模
で
経
営
し
て
い
ま
す
。

水
稲
の
裏
作
と
し
て
冬
場
に
は

二
〇
ア
ー
ル
の
大
根
の
作
付
け

も
行
い
、
千
切
り
大
根
を
生
産

し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
安
定
し
た
農
畜
産
物

の
生
産
を
行
い
な
が
ら
、
農
業

経
営
を
安
定
し
た
状
態
で
維
持

す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
努
力

し
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

護
・
・
Ψ
妻
葦

　
．
．
孟
．

琴

農
業
経
営
改
善
支
援
セ
ン
タ
ー

　
専
任
職
員
の
一
声

　
良
一
さ
ん
は
高
校
卒
業
後
、

七
年
間
会
社
勤
め
を
さ
れ
、
昭

和
五
十
年
に
勤
め
を
辞
め
実
家

の
農
業
を
継
が
れ
ま
し
た
。
就

農
と
同
時
に
鶏
舎
三
棟
で
ブ
ロ

イ
ラ
ー
経
営
を
始
め
ら
れ
、
初

め
て
の
飼
育
で
両
親
と
と
も
に

飼
育
管
理
技
術
を
学
ば
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
一
棟
三
儀
し
現
在
鶏

舎
四
棟
（
年
間
一
二
八
千
羽
出
荷
）

と
、
水
稲
九
〇
ア
ー
ル
、
ぶ
ど

う
一
〇
ア
ー
ル
、
肉
用
牛
二
頭

の
複
合
経
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ブ
ロ
イ
ラ
ー
を
始
め
た
当
初
は
、

　
　
　
　
技
術
の
未
熟
さ
や
病

潭
罫
姦

驚

．
ぎ
重
．

　
　
官

，

O

気
の
発
生
等
で
苦
労

は
多
か
っ
た
が
、
価

格
が
良
か
っ
た
た
め

経
営
的
に
は
順
調
な

経
営
が
で
き
た
と
当

時
の
ブ
ロ
イ
ラ
ー
経

営
を
話
し
て
い
た
だ

け
ま
し
た
。
ま
た
、

国
営
美
々
津
開
パ
事

業
に
も
参
加
し
、
み

か
ん
経
営
（
五
〇
ア

ー
ル
）
に
も
取
り
組

ま
れ
ま
し
た
が
、
平

成
元
年
に
中
止
さ
れ

現
在
の
ブ
ロ
イ
ラ
ー

経
営
に
主
力
を
注
が

れ
て
い
ま
す
。

　
ブ
ロ
イ
ラ
ー
飼
育
は
、

夏
場
の
暑
さ
対
策
、
冬
場
の
換

気
対
策
等
で
年
間
四
回
転
さ
せ

ら
れ
る
中
で
、
そ
の
つ
ど
環
境

が
違
う
の
で
、
い
か
に
事
故
率

を
下
げ
る
か
が
経
営
の
良
し
悪

し
に
関
わ
り
、
ま
た
、
出
荷
前

二
週
間
位
が
勝
負
で
あ
る
。
そ

れ
ま
で
に
、
環
境
・
換
気
の
改
善
、

病
気
予
防
等
の
徹
底
で
ト
リ
の

状
態
を
見
な
が
ら
そ
の
対
策
を

し
て
い
る
と
話
さ
れ
る
言
葉
に

は
長
年
の
経
験
を
活
か
し
た
高

い
技
術
を
持
っ
て
い
ら
れ
る
と

感
じ
ま
し
た
。

　
今
は
、
地
鶏
に
近
い
肉
質
で
、

七
十
日
か
ら
八
十
日
で
約
三
キ

ロ
グ
ラ
ム
前
後
に
増
体
の
早
い
ぎ

り
し
ま
鶏
“
を
飼
育
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
始
め
た
頃
（
昭
和
五
十
年
）

と
す
る
と
現
在
は
ト
リ
も
違
う
し
、

短
期
間
で
増
体
す
る
よ
う
ト
リ

の
改
良
が
さ
れ
、
そ
れ
に
対
応

で
き
る
技
術
と
経
験
が
必
要
で

あ
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

必
要
経
費
の
電
気
代
・
水
道
代
・

薬
代
（
ワ
ク
チ
ン
）
等
を
い
か

に
最
小
限
度
に
抑
え
る
か
が
今

後
の
課
題
で
あ
る
と
力
説
さ
れ

そ
の
改
善
意
欲
に
感
心
し
ま
し
た
。

　
夢
は
、
現
在
の
経
営
を
「
安

定
継
続
し
た
い
」
と
話
さ
れ
、

長
年
の
経
験
の
中
で
培
わ
れ
た

管
理
技
術
が
、
橋
口
家
の
農
業

の
課
題
を
解
決
し
て
く
れ
る
と

確
信
し
ま
し
た
。

再
呈
だ
毒

　
7
月
期
子
牛
セ
リ
市
の
本
町
か
ら

の
出
荷
分
の
結
果
及
び
最
高
額
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
　
（
非
売
を
除
く
。
）

●
東
臼
杵
郡
市
セ
リ
市
　
4
7
頭

　
雌
平
均
　
3
9
2
、
3
5
0
円

　
去
勢
平
均
　
4
5
4
、
8
5
2
円

　
合
計
平
均
　
4
2
6
、
9
2
6
円

最
高
額
〔
雌
の
部
〕

　
迫
野
内
濱
田
ヤ
ス
子
ふ
く
ひ
め
号

　
血
統
　
福
桜
・
自
註
・
日
高

　
3
1
8
日
令
　
2
9
8
㎏

　
7
4
7
、
6
0
0
円

〔
去
勢
の
部
〕

　
坪
谷
　
岡
村
賢
一
　
秀
隆
2
号

　
血
統
　
安
平
・
隆
桜
・
糸
秀

　
3
1
1
日
令
　
3
2
7
㎏

　
5
3
7
、
6
0
0
円

　
農
協
支
店
別
成
績
　
1
位

●
児
湯
郡
市
セ
リ
市
　
1
7
頭

　
雌
平
均
　
3
6
3
、
3
0
0
円

　
去
勢
平
均
　
4
0
1
、
4
1
5
円

　
合
計
平
均
　
3
8
5
、
7
2
1
円

最
高
額
〔
雌
の
部
〕

　
庭
田
黒
木
サ
キ
子
わ
か
や
ま
ひ
め
号

　
血
統
　
安
平
・
糸
秀
・
隆
美

　
2
9
7
日
令
　
2
8
9
㎏

　
6
8
2
、
5
0
0
円

〔
去
勢
の
部
〕

　
山
ノ
ロ
　
橋
口
政
美
　
安
政
美
号

　
血
統
　
安
平
・
二
目
・
糸
弘
2

　
3
2
4
日
令
　
2
8
4
㎏

　
4
6
9
、
3
5
0
円

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報管財係⑲3900まで〉
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さ
へ
う
　
　
さ

阿
万
更
紗
ち
ゃ
ん
（
女
）

　
　
　
　
（
坪
谷
　
本
村
）

　
父
：
文
男
さ
ん

　
母
：
美
和
さ
ん

γ
で

　
　
、＼ ．

妻

　
　
　
　
み
　
　
く

山
田
望
来
ち
ゃ
ん
（
女
）

　
　
　
　
（
小
野
田
　
大
谷
）

　
父
：
篤
さ
ん

　
母
：
恵
子
さ
ん

へ

1
歳
に

ぢ
0
豪
し

〃ぎ1〃ぎ纈i　・」出3よ‘綴るざ：と

　　　　　　　第3回東郷町

rゆ老＠含鷹激つ鋤
平成13年10月7日（日）開催

像健
彪より

やすらぎ館
費69－3367

　
二
日
間
の
間
、
救
急
法
か
ら
疑

似
体
験
ま
で
た
く
さ
ん
の
こ
と
を

知
り
ま
し
た
。

　
今
年
は
じ
め
て
来
た
け
ど
面
白

か
っ
た
で
す
。

矢野良太くん
　（東郷小6年）

　
セ
ミ
ナ
ー
に
来
て
、
た
く
さ
ん

の
友
達
が
で
き
た
こ
と
や
、
た
く

さ
ん
の
人
と
協
力
し
て
何
で
も
や

っ
た
こ
と
が
い
い
思
い
出
に
な
り
ま

し
た
。
来
年
も
ま
た
来
た
い
と
お

も
い
ま
す
。

小川即興さん
　（東郷小5年）

「
こ
ど
も
健
康
セ
ミ

ナ
ー
」
に
参
加
し
て

　
8
月
7
日
（
火
）
・
8
日
（
水
）
に

開
催
し
た
、
「
こ
ど
も
健
康
セ
ミ
ナ

ー
」
に
は
た
く
さ
ん
の
方
が
参
加

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
回
は
2
名
の
児
童
に
感
想
を

聞
い
て
み
ま
し
た
。

◆会　　場

◆主な内容

◆講　　演

町中央公民館

医療・健康相談、

健康家族の表彰、講演ほか

宮川花子
演題「私のしあわせ、私の家族」

町文化センター

体力・健康測定、赤ちゃんハイハイ競争

※詳しくは、9月末に配布しますチラシをご覧ください。

温温L＿

総監〃
塁療健康相

9月の行事予定表
健康相談（健康カレンダーを一部変更しています）

期　　日 会　　　　　場 受付時間

9月4日（火） 広瀬生活改善センター 9：00～10：00

9月5日（水） 日　田　尾　集　会　所 9：00～9：30

〃 長　　崎　　集　　会　　所 11：00～11：30

9月7日（金） 福　瀬　中　一　公　民　館 9：00～9：30

〃 中野原営農研修センター 11：00～11：30

9月10日（月） 田野地区集落センター 9：00～9：30

〃 稲　葉　野　集　会　所 11：00～11：30

9月21日（金） 下　渡　川　集　会　施　設 10：00～10：30

〃 越表中水流集会所 13：30～14：30

9月28日（金） 越前地区生活改善センター 9：30～10：30

〃 児洗口会所児洗集会所 13：30～14：30

赤ちゃん健康相談
9月12日（水）や　　す　　ら　　ぎ　　館　9：30～10：00

1歳半、2歳児健康診査

9月12日（水） や　す　ら　ぎ館
2歳児13：00～13：10

1歳半13：30～13：40

健康「食と運動」講座
9月13日（木）や　　す　　ら　　ぎ　　館　9：00～9：30

リハビリ教室
9月19日（水）iさ　　　く　　ら　　　館10：30～10：40

健康セミナー
9月 P9目1訟8や　　す　　ら　ぎ　　館　9：00～9：30

男の料理教室

　老後のため、家庭円満のため「男の料理教室」をや

ってみませんか？

　男性5人以上のグループを募集します。

　いっでも、どこでも、どんな料理でもお教えします。

●お問い合わせば、東郷町ヘルスメイト＆町立病院

　栄養士三原（盈69－2013）まで

む
国民健康県陰

イメージキャラクター
rオレンジ君一

》

昨年の「いきいき健康まつり」 講師の宮ノ1花子さん

赤ちゃんハイハイ競争

「赤ちゃんハイハイ競争」の出場児を募集します。
日

会

参加対象

申し込み方法

健康セ

時：10月7日（日）午前10時から

　　いきいき健康まつりで開催
場：東郷町中央公民館
　　7～12ヶ月のまだ歩けない乳児
　　（町内外居住を問いません）
　　　　9月14日（金）までにやすらぎ館に電話

　　　　で申し込みを！（容69－3367）

　ミナー

　「健康セミナー」に参加して、日頃の生活を見直して

みませんか？
日　　時：9月25日（火）、26日（水）

会場：やすらぎ館
参加対象：40歳以上

募集人数：20名

講義内容：健康講座から趣味講座まで
　　　　　申し込み方法9月14日（金）までにやすらぎ館に

　　　　電話で申し込みを1（容69－3367）

オフィスでできる

スト］琶庁翻転ストレッチ

Tイスに座った状態から

　一方の足をもう片方の

　膝の上にのせ、足を組

　んだ姿勢をとる

…騒 B

≡愛

～藩騨噛

今月は腰のストレッチを紹介します。

このストレッチによって、腰、背中、

腹部、お尻（瞥部）の筋肉がストレッ
チされます。デスクワークの気分転換
に最適のストレッチです。

3腰、お尻などの筋肉がス
　トレッチされているのを
　感じなから、呼口及を止め
　す15秒間ストレッチ。「日3

　～4回できれは理想的。

彩

『梅　甑

ぜ㍗

．．W

2後ろの方向を見るような感じで．

　ゆっくり腰をひねる。組んでい
　る足の膝の外側に肘をつけ、支
　点にしながら腰をひねると効果
　的（ポイント：後ろを振り向く
　方向に注意〕

≡餓 C

噛・

》

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報管財係⑲3900まで〉 ★町報に関するご意見・ご感想をお聞かせください〈総務課情報管財係⑲3900まで〉



　　　　　　　鵜8こ”り⑧

さ
く
あ
館

　
　
　
　
　
　
だ
よ
り

　
　
　
T
E
し
6
9
1
3
1
7
1

9
月
の
璽
な
…
行
藝
…

ビ
デ
オ
上
映
会

日
時
　
8
日
（
土
）
1
3
時
3
0
分
～

●
『
キ
ャ
プ
テ
ン
翼
』
第
5
巻

第
1
7
話
「
開
幕
！
全
国
大
会
」

第
1
8
話
「
宿
命
の
対
決
！
翼
∬
小

次
郎
」

日
時
　
2
2
日
（
土
）
1
3
時
3
0
分
目

●
『
ま
ん
が
日
本
昔
話
』
第
2
0
話

「
カ
サ
売
り
お
花
」
「
船
幽
霊
」
「
赤

ん
坊
に
な
っ
た
お
婆
さ
ん
」
「
水
神

さ
ま
と
虹
の
橋
」

ミ
一
一
牧
水
展

期
日
　
9
月
8
日
（
土
）

牧
水
セ
ミ
ナ
ー
主
催
に
よ
る
、
牧

水
に
関
す
る
パ
ネ
ル
の
展
示
を
行

い
ま
す
。

延
岡
弁
漫
談

日
時
　
2
2
日
置
土
）
1
4
時
3
0
分

出
演
　
佐
藤
幹
夫

『
ま
～
な
ご
～
逢
わ
ん
か
っ
た
が
お

タ
・
蒸
ば
や
ん
！
元
気
じ
ゃ
っ
た
の
～
？

　
お
ら
よ
1
近
頃
嫁
じ
ょ
か
い
こ

な
さ
れ
ち
ば
っ
か
い
で
か
い
よ
一
：
・
』

久
し
振
り
に
再
会
し
た
『
お
シ
ン

さ
ん
』
と
『
お
タ
ネ
さ
ん
』
を
一
人
漫

談
で
演
じ
、
歌
あ
り
、
踊
り
あ
り

大
爆
笑
の
3
0
分
。

　
今
で
は
数
拾
個
の
ネ
タ
を
持
ち
、

多
忙
時
に
は
分
刻
み
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
を
こ
な
す
！
一
度
見
た
ら
2

度
3
度
見
た
く
な
る
。
腹
の
筋
肉

が
休
む
こ
と
な
く
笑
え
る
ミ
キ
オ

シ
ョ
ー
に
乞
う
ご
期
待
！

一
般
図
書

嘗

　
・
イ
ン
コ
は
戻
っ
て
き
た
か

　
　
　
　
　
　
　
篠
田
節
子
著

リ
コ
ロ
コ
　
　
　
コ
コ
コ
　
ロ
ロ
コ
コ
ロ
ロ
ロ
ロ
コ
ロ
コ
コ
コ
コ
コ
　
コ
コ
コ
コ
　
コ
コ
コ
コ
コ
コ
コ
コ
コ
コ
コ
コ
コ
ヨ

…
　
た
っ
た
6
日
間
の
極
上
の
恋
。
㎝

…
東
地
中
海
の
キ
プ
ロ
ス
を
舞
台
㎝

…
と
し
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
を
…

…
賭
け
た
男
と
女
の
哀
切
な
せ
め
…

…
ぎ
あ
い
。
女
の
側
か
ら
か
か
れ
…

…
た
冒
険
小
説
。
　
　
　
　
　
　
　
…

　
・
重
蔵
始
末
　
　
逢
坂
　
剛
著

リ
ロ
ロ
コ
コ
ロ
コ
　
コ
　
コ
コ
コ
　
コ
　
コ
コ
コ
　
コ
　
コ
コ
コ
コ
コ
　
コ
　
コ
　
コ
　
コ
コ
コ
コ
コ
コ
コ
ロ
ロ
ロ
コ
コ
ぜ

…
　
間
宮
林
蔵
や
最
上
徳
内
と
並
…

…
び
称
さ
れ
る
蝦
夷
地
探
検
家
・
…

…
近
藤
重
蔵
。
江
戸
で
立
直
改
に
…

…
出
た
若
き
日
の
重
蔵
が
、
縦
横
…

…
無
尽
に
事
件
の
解
決
に
あ
た
る
。
…

…
江
戸
の
知
ら
れ
ざ
る
傑
物
の
破
…

…
天
荒
な
生
き
ざ
ま
を
描
く
、
著
…

…
者
初
の
時
代
劇
小
説
シ
リ
ー
ズ
。
…

・
三
毛
猫
ホ
ー
ム
ズ
の
花
嫁
人
形

　
　
　
　
　
　
赤
川
次
郎
著

・
奇
貨
臨
く
べ
し
　
天
命
篇

　
　
　
　
　
宮
城
谷
昌
光
著

　
・
読
み
聞
か
せ
わ
く
わ
く
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
ー
1
家
庭
か
ら
学
校
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
田
代
知
子
著

　
・
七
番
目
の
天
国

　
　
　
　
　
ア
リ
ス
・
ホ
フ
マ
ン
著

ヘ
コ
コ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
コ
ロ
コ
ロ
ロ
ロ
コ
ロ
ロ
コ
ロ
コ
　
コ
　
コ
　
コ
　
コ
コ
コ
コ
コ
コ
ロ
コ
コ
コ
コ
コ
コ
コ
ロ
コ
コ
　
ロ

…
　
見
分
け
の
つ
か
ぬ
家
が
並
ぶ
…

…
郊
外
の
新
興
住
宅
地
。
そ
の
一
…

…
角
の
朽
ち
か
け
た
家
に
、
一
人
…

…
の
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
が
引
っ
越
…

一
し
て
き
た
。
彼
女
の
名
前
は
ノ
皿

…
ラ
。
自
分
ら
し
い
新
し
い
人
生
…

…
を
求
め
る
女
性
が
平
凡
な
町
に
…

…
吹
き
込
む
自
由
の
風
を
マ
ジ
カ
…

…
ル
に
描
く
。
　
　
　
　
　
　
　
…

■
■
．
■
．
o
．
o
．
o
．
o
．
・
．
．
．
・
．
．
．
・
・
…
匿
。
「
5
璽
巳
・
巳
巳
屡
巳
巳
置
目
巳
畳
層
■
．
欄
」

・
藪
の
中
で
：
：

　
ー
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
i

　
　
　
　
　
　
藤
沢
　
周
著

・
道
理
に
生
き
る

一
中
坊
公
平
実
践
語
録
－

　
　
　
　
　
　
中
坊
公
平
著

・
シ
ン
プ
ル
・
ビ
ュ
ー
テ
ィ

　
　
　
　
　
中
川
亜
矢
子
著

・
文
字
に
聞
く
　
　
南
鶴
渓
著

・
十
二
番
目
の
天
使

　
　
　
オ
グ
・
マ
ン
デ
ィ
ー
ノ
著

・
不
眠
症
　
上

　
　
ス
テ
イ
ー
ヴ
ン
・
キ
ン
グ
著

・
も
の
が
た
り
風
土
記
　
続

　
　
　
　
　
　
阿
刀
田
高
著

・
運
河
の
果
て
　
平
谷
美
樹
著

・
買
い
物
中
毒
の
ひ
そ
か
な
夢

と
欲
望

　
　
　
ソ
フ
ィ
i
・
キ
ン
セ
ラ
著

・
豚
が
飛
ん
だ
ら

　
　
　
　
ロ
ビ
ン
・
シ
ス
マ
ン
著

　
・
あ
な
た
は
ひ
と
り
じ
ゃ
な
い

　
　
1
悩
め
る
母
た
ち
へ

　
　
　
　
　
子
供
た
ち
へ
1

　
　
　
　
　
　
　
大
平
光
代
著

　
・
猫
へ
の
詫
び
状

　
　
　
　
　
　
　
香
取
章
子
著

児
童
図
書

　
・
わ
ら
い
の
王
子
様

　
　
　
　
　
　
令
丈
ヒ
ロ
子
著

ゑ
コ
　
コ
　
コ
コ
コ
コ
コ
コ
ロ
コ
コ
コ
ロ
ロ
　
ロ
ロ
コ
ロ
ロ
　
コ
　
ロ
ロ
ロ
コ
コ
ロ
コ
コ
コ
コ
　
コ
　
コ
　
コ
　
コ
コ
コ
コ

…
　
大
好
き
な
ま
り
な
ち
ゃ
ん
の
…

一
た
め
、
か
っ
こ
よ
く
て
面
白
い
…

…
「
わ
ら
い
の
王
子
様
」
を
目
指
…

…
す
ん
だ
」
。
か
く
し
て
、
小
学
…

…
5
年
生
の
て
つ
や
は
幼
な
じ
み
…

…
の
マ
ル
ア
キ
と
コ
ン
ビ
を
組
む
…

…
格
闘
の
日
々
が
始
ま
っ
た
…
…
。
…

…
愛
と
笑
い
の
小
学
生
ラ
イ
フ
。
　
…

暉
1
■
■
1
■
■
．
0
嗣
0
．
・
．
0
嗣
・
．
・
．
0
．
0
・
．
．
謄
匪
巳
置
匿
巳
巳
．
1
．
一
．
一
1
層
■
8
．
嗣
0
」

　
・
ジ
ェ
リ
コ
の
夏

　
　
ジ
ョ
ハ
ナ
・
ハ
ー
ウ
ィ
ツ
文

り
　
コ
コ
コ
　
コ
コ
コ
コ
コ
コ
コ
コ
コ
ロ
ロ
ロ
　
　
ロ
コ
ロ
ロ
コ
　
ロ
ロ
コ
コ
ロ
コ
　
コ
　
コ
　
コ
　
コ
　
コ
コ
コ
コ
コ
ヨ

…
　
1
9
1
0
年
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
…

…
ク
に
住
む
女
の
子
ド
ー
シ
は
、
㎝

…
夏
休
み
の
二
週
間
を
バ
ー
モ
ン
…

…
ト
州
の
ジ
ェ
リ
コ
と
い
う
田
舎
…

…
町
で
過
ご
し
た
。
都
会
と
田
舎
、
…

…
ユ
ダ
ヤ
教
信
者
と
キ
リ
ス
ト
教
…

…
信
者
、
貧
し
い
暮
ら
し
と
裕
福
…

…
な
暮
ら
し
、
彼
女
は
さ
ま
ざ
ま
…

…
な
違
い
に
戸
惑
う
が
…
…
　
　
　
…

そ
の
他

　
・
ス
タ
ー
ハ
イ
ツ
0
号
室

　
　
　
　
　
　
　
竹
下
文
子
著

　
・
森
か
ら
の
て
が
み
　
2

　
　
　
　
　
N
・
ス
ト
ラ
コ
フ
著

・
黒
い
バ
イ
オ
リ
ン

　
　
　
　
ウ
ル
フ
・
ス
タ
ル
ク
著

・
一
握
の
砂
　
　
石
川
啄
木
著

絵
本

　
・
ね
ず
み
く
ん
の

　
　
た
ん
じ
ょ
う
か
い

　
　
　
　
　
あ
さ
の
な
な
み
作

　
　
　
　
　
　
　
中
村
景
児
絵

…
　
ね
ず
み
く
ん
の
誕
生
日
が
近

…
つ
い
て
き
ま
し
た
。
仲
間
の
動

…
物
だ
ち
は
ね
ず
み
く
ん
に
喜
ん

…
で
も
ら
え
る
よ
う
↓
生
懸
命
プ

…
レ
ゼ
ン
ト
を
考
え
ま
し
た
。
贈

…
り
物
を
通
し
て
友
情
の
大
切
さ

…
を
伝
え
る
物
語
で
す
。

　
・
お
う
ち
に
か
え
ろ
う
ち
い
く

　
ま
く
ん

　
　
　
マ
ー
チ
ィ
ン
・
ワ
ッ
デ
ル
文

　
　
　
バ
ー
バ
ラ
・
フ
ァ
ー
ス
　
絵

…
　
ち
い
く
ま
く
ん
と
お
お
く
ま

…
さ
ん
は
、
雪
の
森
を
あ
る
い
て

㎜
家
に
帰
る
と
こ
ろ
。
突
然
ち
い

…
く
ま
く
ん
が
立
ち
ど
ま
り
、
　
「
な

…
に
か
き
こ
え
る
」
…
…
？
ち
い

…
く
ま
く
ん
の
人
気
シ
リ
ー
ズ
第

…
4
作
」
。

　
・
つ
き
の
ゆ
う
え
ん
ち

　
　
　
　
　
　
　
の
ぞ
え
咲
著

　
・
田
ん
ぼ
の
い
の
ち

　
　
　
　
　
　
　
横
松
桃
子
著

★町報に関するご意見・ご感想をお聞かせください〈総務課情報管財係⑲3900まで〉
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⑨

う
な
ぎ
つ
か
み
取
り
に
多
く
の
来
場
者

．
、
九
大
き
な
歓
声
と
と
も
に
・
う
な
ぎ
な
ど
を
つ
か

　
　
み
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
ま
た
、
こ
の
日
は
そ
の
場
で
う
な
ぎ
を
さ
ば

　
　
い
て
く
れ
る
コ
ー
ナ
ー
や
出
店
な
ど
も
設
け

　
　
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
7
月
2
2
日
（
日
）
、
商
工
会
主
催
に
よ
る
「
ぼ

く
す
い
ふ
れ
あ
い
う
な
ぎ
つ
か
み
取
り
大
会
」

が
牧
水
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
町
内
外
か
ら
子
ど
も
連
れ
な
ど

多
く
の
参
加
者
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
達
は
、
う
な
ぎ
や
こ
い
、
ま
す
な
ど

が
放
流
さ
れ
る
と
一
斉
に
河
川
プ
ー
ル
に
入
り
、

中
学
生
が
宿
泊
農
業
体
験
学
習

騰
～
耀

・
劇
φ

」
．
魂
、

劉
聴
・

　
町
内
の
中
学
2
年
生
5
5
名
が
、
8
月
7
日
（
火
）

か
ら
1
泊
2
日
の
日
程
で
、
高
鍋
町
に
あ
る
県

立
農
業
大
学
校
で
宿
泊
農
業
体
験
学
習
を
行

い
ま
し
た
。

　
生
徒
達
は
、
農
業
総
合
研
修
セ
ン
タ
ー
職

員
や
農
業
大
学
校
生
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、

稲
刈
り
、
脱
穀
な
ど
を
手
作
業
で
行
う
稲
刈

り
コ
ー
ス
と
牛
舎
の
清
掃
等
を
行
う
畜
産
コ

ー
ス
の
両
方
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
暑
い
中
、
慣
れ
な
い
作
業
に
戸
惑
い
な
が
ら

も
、
生
徒
た
ち
は
一
生
懸
命
に
作
業
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。

ハ
て

r二〇
「ρ．

・
ゴρ

げ

。’ ｽ
⊃

「
て　　　＝，　二　　τこ　つ。ウ。

日
本
一
の
森
林
・
林
業
を
め
ざ
し
て

1暴耳川の「套繍の日J冠念

禦ド毛●

」蜘
「

　
8
月
1
日
（
水
）
、
耳
川
広
域
森
林
組
合
主

催
に
よ
り
、
耳
川
の
「
森
林
の
日
」
記
念
式
典
が

町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
式
典
は
、
耳
川
広
域
森
林
組
合
が
発
足

し
た
8
月
1
日
を
鴨
川
の
『
森
林
の
日
』
と
定
め
、

山
川
流
域
の
森
林
整
備
に
対
す
る
意
識
高
揚

孟
鞘
翫
鶴
、
鮒
獣
饗
重
三
議

●
、
年
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

轟
轟
叢
舗

牧
水
の
里
の
お
い
し
さ
を
直
送

　
8
月
1
0
日
（
金
）
、
坪
谷
郵
便
局
か
ら
「
牧
水

の
里
ゆ
う
パ
ッ
ク
」
と
し
て
町
内
産
コ
シ
ヒ
カ

リ
の
新
米
を
8
月
1
0
日
（
金
）
に
全
国
に
向
け

発
送
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
山
陰
・
坪
谷
・
美
々
津
の
各
郵
便

局
と
J
A
日
向
東
郷
支
店
が
共
同
で
行
っ
た

も
の
で
、
町
出
身
者
等
へ
の
P
R
の
結
果
、
5
4
ケ

ー
ス
（
5
㎏
化
粧
箱
）
の
申
し
込
み
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
こ
の
ゆ
う
パ
ッ
ク
に
は
、
J
A
日

向
東
郷
支
店
の
協
力
に
よ
り
、
町
の
観
光
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
も
同
封
さ
れ
、
町
の
情
報
発
信
も
併

せ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
各
郵
便
局
で
は
本
年
度
、
平
兵
衛
酢
、
耳

川
あ
ゆ
、
ハ
ウ
ス
み
か
ん
、
椎
茸
、
お
茶
、
牧
水

そ
ば
、
柿
、
き
ん
か
ん
、
し
し
肉
等
の
町
内
産

品
を
ゆ
う
パ
ッ
ク
で
全
国
へ
届
け
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報管財係（⑲3900まで〉



　　　　　　　0班搬ど弓ご’， 《ゆ費
　平成13年度看護力再開発講習会
未就業看護職員の再就職に対する不安を除き、医療の現場

への復帰を円滑にするために、最近における看護知識、技術
を習得するため、標記講習会が開催されます。

○期　　日

○開催場所

○対　　象

O主　　催

○参加費
○申込期限
0プログラム

10月22日（月）～10月26日（金）

県立宮崎病院
未就業の保健婦（士）、助産婦、看護婦（士）、准

看護婦（士）及び市町村などの臨時職員

宮崎県・社団法人宮崎県看護協会
無料

9月27日（木）

月　日 内　　　　　　　容

10月22日〔月〉 看護の動向、最近の医療内容と看護業務、医療機器と看護
p具の扱い方

10月23日〔火） 看護過程と看護記録、内科疾患について、介護保険制度と
K問看護について

10月24日（水） 救急看護、自立の援助、老人看護、医療事故防止の現状と課題

10月25日（木） 臨床実習

10月26日（金〉 薬剤業務の現状、最近の臨床検査と検体の扱い方、ナース
oンクについて就業相談

O問い合わせ、申し込み先

社団法人宮崎県看護協会　宮崎県ナースセンター
　　費．09ξ圭5－58＝4525

▽
日
時
　
9
月
9
日
目
日
）
1
0
時
～

〈
歌
碑
祭
〉
午
前
1
0
時
～

　
牧
水
記
念
館
裏
牧
水
歌
碑
前

に
お
い
て
、
牧
水
短
歌
の
朗
詠
、

坪
谷
中
学
校
生
徒
に
よ
る
牧
水

の
短
歌
斉
唱
、
献
酒
な
ど
を
行

い
ま
す
。

〈
偲
ぶ
会
〉
午
前
1
0
時
4
5
分
～

　
牧
水
公
園
ふ
る
さ
と
の
家
に

お
い
て
、
牧
水
祭
短
歌
コ
ン
ク

ー
ル
の
表
彰
、
坪
谷
小
学
校
児

童
に
よ
る
牧
水
の
歌
斉
唱
な
ど

を
行
い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
も
是
非
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

第
5
1
回
牧
水
祭

、“

　＼　輿
　　　毫
養套華美葦　　　　r

義

凄
聾
．
穿
野
婆
妻
亀
蓼
灘
舞
醸
翻
羅
籔
蜀
麗
豫
葭
■

　
県
で
は
、
あ
な
た
の
住
ま
い

の
地
震
に
対
す
る
安
全
性
を
確

認
す
る
た
め
に
、
建
築
士
に
よ

る
簡
易
な
耐
震
診
断
や
耐
震
改

修
の
必
要
性
等
に
つ
い
て
の
相

談
を
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
事
前
に
電
話
等
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

○
相
談
窓
口
　
（
財
）
宮
崎
県
建
築

住
宅
セ
ン
タ
ー

宮
崎
市
恒
久
－
丁
目
7
…
1
4
（
恒

久
小
学
校
正
門
前
）

盈
0
9
8
5
1
5
0
1
5
6
0
5

0
受
付
　
毎
週
木
曜
日
1
0
時
～

　
　
　
　
1
6
時

▽
日
時
　
9
月
1
9
日
（
水
）
1
0
時
～

　
　
　
　
1
5
時

▽
場
所
　
町
社
会
福
祉
協
議
会

●
行
政
相
談
員
　
岩
見
次
夫

行

政

相

談

住
ま
い
の
耐
震
診
断
の

た
め
の
相
談
窓
ロ

　○入○　　②　曾　　　　　　　　　　　　曾　↑Ol三后障を

誰雛氏鴬野敵輔翼御話摘播
、日雪逆順魏騰り礁纏容くい用・・

　　　　　讐礪轍羅・何稀

L
は
、
障
害
者
の
職
業
的
自
立

阻
的
に
推
進
す
る
た
め
、
6
名
の

旧
雇
用
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

）
て
い
ま
す
。
何
で
も
、
お
気
軽

…
談
く
だ
さ
い
。

切
内
容

祉
施
設
等
を
訪
問
し
て
自
立

土
嚢
へ
の
進
路
相
談
等
を
行
う
。

立
を
希
望
す
る
障
害
者
の
支
援

凹
を
作
成
し
、
関
係
機
関
と
連

剛
整
の
う
え
適
切
な
職
業
リ
ハ

’
テ
ー
シ
ョ
ン
施
設
を
斡
旋
す
る
。

係
機
関
と
連
携
し
、
実
習
先
や

刎
を
開
拓
す
る
。

座
後
の
職
業
生
活
上
の
助
言
・

守
を
継
続
的
に
行
い
、
職
場
定

』
図
る
。

名
逆
瀬
川
隆
（
日
向
・
門
川
・

仙
区
担
当
）

昌
先
　
日
向
市
福
祉
事
務
所
内

曲
1
2
1
1
1
（
日
向
市
役
所
）

障
害
者
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
事
業
の
ご
案
内

9
月
は
障
害
者
雇
用

促
進
月
間
で
す

障
害
者
の
働
く
場
を
広
げ

る
運
動
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

霧霧簿　薯　蜜　蕪　匿　妻　書窪　肇　肇　養　萎難肇　蒙　叢　慧　葦　肇　羨　勇　護　麺　霧　箋　義　彗　彗　蔓　警　蓑　巽　塗蓑　蓬　蚕　彗　窄　｝妾　美　重　さ　’　寄　．‘

　　　　　　　用”〃1〃「5

　　　　　∠〃7．〃y醒Z「〃7ρρ∠∠「

　　　　　　鵜8こ”，⑩

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　》壽
　　　　　　みなさんこんにちは　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蒙

　　私は7月26日から東郷町の国際交流員として3期目になりました。来年7月までよろしくお願いします。　霧

・これからも頑張りたいと思います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蒙

…私欝熱熱灘難灘擦∴魏1∵：i
＝とても不安になりました。しかし、2年間毎日日本語を聞いたり、話したりしたので慣れてきて、だんだ　凄
灘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　饗

フランキー

　　ｳ擁∴
　　　＜．灘◎

：んレベルアップしてきたと思います。まだまだ分からないところも多いし、私が日本語を話すときには変　嚢

iな文法や正㌧＜ない言葉も多いと思います。しかし、東郷町で過ごした2年間1こ私は日本語に自信を得た　≡

・ので、話す時に不安1こはならなくなりました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
オ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ビ

＝　私は「なぜ日本語が話せるの」という質問をよく受けます。初めて来た頃は「大学で勉強したからです。」　嚢
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・という簡単な返事をしました。ある学校訪問に行った時、子どもたちにイギリヌの紹介をし、　「イギリヌ　・
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほ

＝では難語が使われますか？」という質問をしました。子どもが「日本語です」と答えました。私が、　「ど　雲
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き

・うしてあなたはイギリヌ人が日本語を使うと思いますか？」と聞くと、子どもは「フランキーさんが話す　・
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ね

＝事ができるからです。」と答えました。実は、イギリスには日本語ができるイギリヌ人は少ないのですが、　＝

＝みんながそのことを知っていると思っていたので、びっくりしました。　　　　　　　　　　　　　　　　＝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

＝　日本語ができるイギリヌ人は，ほとんどが大人になってから日本語を学んでいます。最近（10年ぐら　：

＝い前）になって日本語を勉強したいという高校生に対して日本語のコーヌを始めた高校がありますが、そ　＝
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ぼ

・ういった学校はとてもめずらしいそうです。私の場合には20代に仕事で2回ほど日本1こ来たことがあって、　・
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　

＝日本に興味を持ちましたが、日本語ができなかったので、イギリヌに帰ってから「日本語を勉強したい」　：
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

・と思って大学に入学しました。大学で私は2年間文法や単語、平仮名、片仮名、漢字を勉強して、3年にな　・
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

＝って、日本の文学や歴史や経済等を学びました。それからまだ2年間勉強してから卒業しましたが、私の日　＝

＝本語はまだよくなかったので、日本で日本語が使える仕事をしたほうがいいと思い日本に来ました。　　　　＝
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

＝　私がなぜ東郷町へ来ることになったかは、次回お話したいと思います。　　　　　　　　　　　　　　　＝
馨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
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斗
升6

灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
次
の
方
か
ら

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉

の
た
め
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
8
月
8
日
ま
で
に
受
付
し
た
分
）

◎
福
瀬
の
川
越
マ
ツ
子
さ
ん
か
ら

　
（
ツ
タ
エ
さ
ん
9
4
歳
逝
去
）

◎
野
瀬
の
金
丸
節
子
さ
ん
か
ら

　
（
弥
さ
ん
逝
去
）

◎
鶴
野
内
の
寺
原
高
男
さ
ん
か
ら

　
（
和
太
郎
さ
ん
9
1
歳
逝
去
）

◎
福
瀬
の
川
越
キ
ヨ
コ
さ
ん
か
ら

　
（
止
さ
ん
7
2
歳
逝
去
）

◎
迫
野
内
の
佐
藤
文
子
さ
ん
か
ら

　
（
儀
三
郎
さ
ん
8
4
歳
逝
去
）

　
金
銭
ト
ラ
ブ
ル
、
財
産
問
題
、

交
通
事
故
問
題
等
相
談
が
あ
り
ま

し
た
ら
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

▽
日
時
　
9
月
1
9
日
（
水
）
1
0
時
～

　
　
　
　
1
5
時

▽
場
所
　
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
詳
し
く
は
、
東
郷
町
社
会
福
祉

協
議
会
（
容
6
9
1
2
2
0
9
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
ム
フ
月
の
納
税
等
」

国
民
健
康
保
険
税
　
四
期

介
護
保
険
料
（
尊
話
）
四
期

弁
護
士
無
料
法
律
相
談

平
成
1
3
年
秋
の
全
国
交

通
安
全
運
動

　
全
国
一
斉
に
「
秋
の
交
通
安
全

運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
町
民

挙
げ
て
運
動
に
参
加
し
、
み
ん
な

で
交
通
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

一、

^
動
の
期
間

　
平
成
1
3
年
9
月
2
1
日
（
金
）
か
ら

　
9
月
3
0
日
（
日
）
ま
で
の
1
0
日
間

一一

A
ス
ロ
ー
ガ
ン

　
「
新
世
紀
　
誓
い
新
た
に
　
無

　
事
故
の
み
や
ざ
き
」

三
、
運
動
の
重
点

①
薄
暮
時
の
事
故
防
止

「
午
後
5
時
点
灯
、
こ
ま
め
な
切
替
」

を
励
行
し
、
車
が
来
て
い
る
こ
と

を
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

②
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

　
（
宮
崎
県
独
自
の
重
点
）

　
平
成
1
2
年
中
の
自
転
車
関
与
の

交
通
事
故
は
、
1
、
4
1
5
件
、
死

者
1
4
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
（
県
内
）

◎
交
差
点
や
、
↓
時
停
止
の
標
識

　
の
あ
る
と
こ
ろ
で
は
必
ず
止
ま

　
り
、
安
全
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

◎
日
頃
か
ら
ブ
レ
ー
キ
や
ラ
イ
ト

　
の
点
検
整
備
を
し
ま
し
よ
う
。

◎
二
人
乗
り
、
並
進
、
傘
さ
し
運

　
転
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
夜

　
間
は
必
ず
ラ
イ
ト
を
点
灯
し
ま

　
し
ょ
う
。

■

一

佐
藤
儀
三
郎

石藤富
　…

田1田山

単一
夫夫…勲

都1寺；川高
　　　甲原越瀬
鶴…襲…ζ

男i郎　　止力
78

ﾎ

72

ﾎ

91

ﾎ
－

－餌

ﾎ

68

ﾎ
－

67

ﾎ

89

ﾎ

84

ﾎ

寺
　
迫

福
　
二

世
野
内

小
野
田

坪
　
谷

迫
野
内

越
　
表

迫
野
内

稲
田
喜
長

川
越
ツ
タ
エ

氏

名

94：69年

歳歳1齢

小i田1住

當野i所

死
亡
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

結
婚

お
幸
せ
に

高矢畝猪吉　　　　　　赤　　　　　　　　　ち舘罷；二股…既
夏薯． V・’将摂i朱墨

美㍉介三：±一：那・里．1　　　　　　名
義…弘

幸芳

幸‘

　…良
一…

保
護
者

和
博

住
所

鶴
野
内

福
　
瀬

小
野
田

鶴
野
内

福
　
瀬

■

3

　
　
（
7
月
届
出

出
生
お
め
で
ζ

軍
艦
）

つ

◎
坪
谷
の
富
山
ト
キ
コ
さ
ん
か
ら

　
（
勲
さ
ん
6
8
歳
逝
去
）

◎
迫
野
内
の
藤
田
ア
キ
ノ
さ
ん
か
ら

　
（
一
夫
さ
ん
6
7
歳
逝
去
）

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報管財係⑲3900まで〉

物損事故 12（57）

人身事故 3（17）

死　　者 0（0）

交
通
事
故
発
生
状
奨
7
月
虫

重傷者 0（2）

軽傷者 4（26）

（）内は年間累計

③
高
齢
者
の
事
故
防
止

　
平
成
1
2
年
中
に
交
通
事
故
で
4
9

人
の
高
齢
者
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

（
県
内
）

◎
「
高
齢
運
転
者
標
識
」
（
も
み
じ

　
マ
ー
ク
）
を
付
け
た
自
動
車
や

　
道
路
横
断
中
の
高
齢
者
等
の
保

　
護
を
図
り
、
思
い
や
り
運
転
に

　
勤
め
ま
し
ょ
う
。

◎
高
齢
運
転
者
は
、
体
験
・
実
践

　
型
の
安
全
教
育
や
運
転
適
性
診

　
断
を
受
け
、
自
分
の
運
転
適
応

　
能
力
を
知
り
、
ゆ
と
り
あ
る
運

　
転
を
励
行
し
ょ
う
。

④
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド

　
シ
ー
ト
の
着
用
の
徹
底
促
進

　
平
成
1
2
年
中
の
四
輪
乗
車
中
の

交
通
事
故
に
よ
る
死
者
は
5
0
人
で
、

こ
の
内
2
7
人
が
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
非

着
用
で
、
1
4
人
は
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

を
着
用
し
て
い
れ
ば
助
か
っ
た
と

思
わ
れ
ま
す
。

◎
子
ど
も
の
体
格
に
あ
っ
た
チ
ャ

　
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
正
し
く
着
用

　
し
よ
う
。

◎
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
正
し
く
着
用

　
し
、
後
部
座
席
の
同
乗
者
も
着

　
用
し
よ
う
。

★町報に関するご意見・ご感想をお聞かせくださいく総務課情報管財係（⑲3900まで〉



　　　　　　　1轍ど弓ご’り⑫

　　ご奪山陰保育園L）辱

　　ホ　　　ま　の

壱撫慈一
『‘

@　　　　　　サッカー選手

八重原　八重原上の
高山　完’くん臓）

父：修さん
母：淳子さん

○好きな食べ物は何
　ですか？

　シチュー
O好きな遊びは何で
　すか？

　とび箱遊び

○大きくなったら何に

　なりたいですか？

　野球選手

　
4

0

謬
遭

』
、
ノ
じ

※年長児になり6月から習字を始めました。何もかも初めてで不安そうに筆をにぎっていましたが

　今では堂々とした字がかけるようになりました。

膠質質更質眞質賞頁

翻◎i爵籐
頁頁頁眞眞頁眞翌翌

日向地区建設業協会

　青年部が奉仕作業

　日向地区建設業協会青
年部（尾前和博部長）が、

8月2日（木）牧水公園
や西城公園で奉仕活動を
行いました。

　この日は、建設業協会
青年部の部員や山陰保育
園児、東郷スポーツ少年
団員など約80名が参加し、

牧水公園での：草刈、ごみ

拾いの他、西城公園では
重機を使っだ側溝土砂の
取り除き等を行いました。

　終了後参加者らはバー
ベキューなどを行い交流
を深めました。

表
紙
牧
水
・
の
う
た
の
解
説

都
　
甲
　
欣
　
一

ふ
る
さ
と
の
お
秀
が
墓
に
草
枯
れ
む

海
に
向
か
へ
る
彼
の
岡
の
上
に
（
別
離
）

　
日
向
市
細
島
港
は
、
日
曲
豆
本
線
が
開
通
す
る
ま
で
は
宮
崎

の
玄
関
口
と
し
て
多
く
の
人
に
利
用
さ
れ
た
。

　
牧
水
も
東
京
を
往
復
す
る
時
は
、
こ
こ
か
ら
瀬
戸
内
海
を

通
り
神
戸
に
着
く
汽
船
を
利
用
し
て
い
た
。

　
そ
の
廻
船
問
屋
紀
の
国
屋
の
娘
に
日
高
ひ
で
と
い
う
女
性

が
い
た
。
友
人
日
高
猪
兵
衛
の
妹
で
東
京
目
白
の
女
子
大
に

通
う
才
媛
、
外
国
語
も
達
者
だ
し
文
芸
に
対
す
る
理
解
も
深

く
、
牧
水
と
は
よ
く
話
が
あ
っ
た
。

　
彼
女
は
あ
る
人
と
の
恋
愛
に
破
れ
て
帰
郷
す
る
こ
と
に
な

っ
た
が
、
そ
の
別
れ
に
際
し
て
牧
水
は
「
さ
ら
ば
と
て
さ
と

見
合
せ
し
額
髪
（
ぬ
か
が
み
）
の
か
げ
な
る
瞳
え
は
忘
れ
め

や
」
等
を
歌
い
、
そ
の
ひ
で
が
帰
郷
途
中
に
急
死
し
た
時
も

　
　
　
ニ

「
い
ま
瞑
ぢ
む
寂
し
き
瞳
明
ら
か
に
君
は
何
を
か
う
つ
し
た

り
け
む
」
等
と
詠
ん
で
い
る
。

　
こ
の
歌
は
、
そ
れ
か
ら
す
こ
し
後
に
作
っ
た
も
の
で
、
牧

水
は
か
つ
て
彼
女
と
共
に
日
高
家
の
墓
地
が
あ
る
米
の
山
か

ら
細
島
港
を
見
た
記
憶
が
あ
っ
た
。
だ
か
ら
こ
ん
な
歌
が
詠

め
た
の
で
あ
る
。
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
歌
碑
は
昭
和
三
十
六
年
七
月
、
郷
土
史
研
究
家
で
牧

水
の
門
下
で
も
あ
っ
た
松
田
仙
峡
氏
の
首
唱
で
建
設
が
進
め

ら
れ
、
日
向
市
細
島
の
御
鉾
ケ
浦
海
岸
の
丘
に
設
置
さ
れ
た
。

（
県
内
歌
碑
め
ぐ
り
）

★町報に関するご意見・ご感想をお聞かせください〈総務課情報管財係⑲3900まで〉


	議会構成決まる－議長に黒木睦実さん－副議長に稲田真人さん

	９月7日は「防災の日」－８月３１日から９月５日「防災週間

	農業者年金基金では移行調査を実施します！

	認定農業者－今月は寺迫の橋口良一さんに話しを伺いました

	１歳になりました

	「こども健康セミナー」に参加して
	うなぎつかみ取りに多くの来場者
	中学生が宿泊農業体験学習
	日本一の森林・林業をめざして
	牧水の里のおいしさを直送
	ちびっこギャラリー　山陰保育園

	街の話題－日向地区建設業協会－青年部が奉仕作業


